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平成平成2222年年33月月1313日日
木曽川リバーワーク一宮協議会木曽川リバーワーク一宮協議会

報告者報告者 会長会長 馬場馬場 慎一慎一

地域の自主的な清掃活動等を地域の自主的な清掃活動等を
通じての環境啓発について通じての環境啓発について

活動内容について活動内容について

１．関連する学会、講演等への参加
２．地域の美化や環境保全運動
３．歴史を後世に伝える活動
４．地域に根ざした文化や風習の継承
５．住民の健全育成活動
６．その他目的を達成するための活動

■堤防清掃 月1回実施

■10月21日

川と海のクリーン大作戦協賛
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良好な環境の時代良好な環境の時代 ～江戸時代の一宮市北方町の風景～～江戸時代の一宮市北方町の風景～
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自然環境の変化・悪化自然環境の変化・悪化 その１その１ ～河畔林の状況（水位低下による川原の土砂化）～～河畔林の状況（水位低下による川原の土砂化）～
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樹林化の原因
・洪水はあるが、頻度が少なく冠水が減
少
・河床低下や、流速低下により川原に細
粒土砂の堆積が増加し、植物の生育が
進んだ。

■名鉄下流河川内

■名鉄上流

自然環境の変化・悪化自然環境の変化・悪化 その２その２ ～河畔林の状況（水位低下による川原の土砂化）～～河畔林の状況（水位低下による川原の土砂化）～
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自然環境の危険性自然環境の危険性 その１その１

■洪水時の犬山城付近
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自然環境の危険性自然環境の危険性 その２その２

■ＪＲ東海道線 平成22年2月28日
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自然環境の変化・悪化自然環境の変化・悪化 その３その３
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自然環境の変化・悪化自然環境の変化・悪化 その３その３
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住環境の状況住環境の状況 ～ＪＲ東海道本線上流の堤防裏側の法面に建つ人家～～ＪＲ東海道本線上流の堤防裏側の法面に建つ人家～

■堤防法面に林立する人家

■堤防法面下部に、高さ約５ｍの
玉石積み擁壁に建つ人家
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社会環境の実態社会環境の実態 その１その１

平成21年1月20日 今年初めての（ごみ）清掃活動８時よりＪＲより名鉄木曽川
堤駅西までトラック3台分を集めた。出席者（26名）程参加あり。堤防の草を刈
り取ってほしい、ごみが隠れて見にくいので不法投棄が多発しているのでは。
タイヤ20本 ペンキの空缶が7箇所あり警察に通報して警察の捜査をお願い
した。モーニングコーヒーにて今年初の仕事について語った。
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社会環境の実態社会環境の実態 その２その２

平成21年12月16日 今月の（ごみ）清掃活動８時よりＪＲより名鉄木曽川堤駅
西までトラック2台分を集めた。出席（24名）程参加。堤防の草を刈り取って欲
しい、ごみが隠れて見にくいので不法投棄が多発していると云う意見は同じ。
タイヤ10本 ペンキの空缶が9ヶと小型缶4ヶがあり。
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木曽川リバーワーク一宮協議会（平成木曽川リバーワーク一宮協議会（平成1717年年44月発足）月発足）

自然を守る啓発運動・活動自然を守る啓発運動・活動 その１その１

活動テーマ活動テーマ･･････木曽川左岸区域の歴史と文化の発掘そして伝承木曽川左岸区域の歴史と文化の発掘そして伝承

■区域の概要 ■木曽川堤防の歴史
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自然を守る啓発運動・活動自然を守る啓発運動・活動 その２その２

河畔林の適切な保護と住民の健康増進運動の展開河畔林の適切な保護と住民の健康増進運動の展開■環境と健康･･･その維持計画

■自然空間博物館構想 ■北方代官所資料館（案）

13



8

歴史環境を守る、伝える歴史環境を守る、伝える
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治水環境の保全治水環境の保全 ～地域の安全と安心を図る～～地域の安全と安心を図る～

■堤内地を補強された堤防

■堤外地を補強された堤防
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環境を守る。健康を維持する。環境を守る。健康を維持する。

■毎月1回のごみ清掃

■長寿会と花壇づくり
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■平成２１年7月17日感謝状授与

自然環境の復元・保全自然環境の復元・保全

河畔林の適切な保護河畔林の適切な保護

■現在 防竹工事実施中
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今後も地域の「安全と健康・環境維持」今後も地域の「安全と健康・環境維持」
に努めます。に努めます。

ご静聴ありがとうございました。ご静聴ありがとうございました。


